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平
成
元
年
に
医
師
に
な
り

ま
し
た
。
新
し
い
時
代
と
思

っ
て
い
た
「
平
成
」
が
あ
と

少
し
で
終
了
す
る
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す
し
、
勤
務
先
な

ど
で
自
分
達
世
代
の
医
師
の

数
よ
り
元
気
あ
ふ
れ
る
若
手

や
中
堅
医
師
の
数
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
く
中
、「
こ
れ

か
ら
の
自
分
の
役
割
」
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

　

現
役
で
４
年
制
大
学
へ
入

学
し
卒
業
し
た
高
校
時
代
の

同
期
は
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
第
１
期
生
で
す
。
大
手
企

業
に
入
社
し
た
女
性
総
合
職

の
第
１
期
生
は
８
割
が
す
で

に
退
職
し
て
し
ま
っ
て
い
る

と
の
報
告
を
み
て
軽
い
シ
ョ

ッ
ク
を
覚
え
ま
し
た
。
し
か

し
残
り
の
２
割
の
中
か
ら
は

管
理
職
は
も
と
よ
り
役
員
も

誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

医
師
は
専
門
職
で
あ
り
患

者
さ
ん
に
向
き
合
う
と
い
う

点
で
は
男
女
の
区
別
は
存
在

し
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
私

達
よ
り
上
の
世
代
で
は
女
性

医
師
の
割
合
は
今
ほ
ど
高
く

な
く
、
出
産
・
育
児
、
介
護

な
ど
に
伴
う
制
度
も
現
在
の

よ
う
で
は
な
か
っ
た
た
め
男

性
医
師
と
は
異
な
る
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
で
す
ご
さ
れ
た
先
生

方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

が
、
常
に
勉
強
熱
心
で
、
諸

方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
そ

の
世
代
の
先
生
方
か
ら
活
力

を
い
た
だ
く
機
会
は
と
て
も

多
い
で
す
。
一
方
、
時
代
の

流
れ
と
あ
い
ま
っ
て
女
性
医

師
の
働
き
方
に
か
か
わ
る
諸

制
度
の
整
備
が
進
み
は
や
10

年
ほ
ど
た
ち
ま
す
が
、
早
期

か
ら
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
も

ち
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い

る
新
し
い
世
代
の
女
性
の
先

生
方
の
聡
明
さ
に
感
嘆
す
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　

職
業
を
通
し
て
世
の
中
の

役
に
立
ち
、
他
者
を
幸
せ
に

で
き
る
こ
と
は
人
生
の
最
大

の
喜
び
の
１
つ
と
い
え
ま

す
。
男
女
を
と
わ
ず
、
各
自

が
目
指
し
た
い
立
場
に
挑
戦

し
続
け
ら
れ
れ
ば
さ
ら
に
幸

福
度
は
高
ま
る
し
、
医
療
界

全
体
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
あ

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
関
連

病
院
の
一
科
と
い
う
小
所
帯

を
預
か
る
の
み
で
は
あ
り
ま

す
が
、
自
己
研
鑽
を
続
け
、

組
織
内
で
の
役
割
を
地
道
に

こ
な
し
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
す
る
と
同
時

に
、
後
輩
や
他
職
種
ス
タ
ッ

フ
が
成
長
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
環

境
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
け
い
ゆ
う
病
院
皮
膚
科

部
長�

河
原
由
恵　

68
回
）

医
学
部
よ
り
竹
内
病
院
長
が
選
任
さ
れ
る

上
口 
裕
之（
68
回
）

二
木 

康
夫（
72
回
）

理
化
学
研
究
所 

脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

シ
ニ
ア
・
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

整
形
外
科
学
教
室
　
専
任
講
師

　

こ
の
度
は
医
学
部
最
高
峰

の
学
術
賞
で
あ
る
三
四
会
北

島
賞
の
栄
誉
を
賜
り
、
岡
野

栄
之
医
学
部
長
、
選
考
委
員

の
先
生
方
、北
里
家
の
皆
様
、

三
四
会
の
諸
先
生
方
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
、
受
賞
の
対
象
に
な

り
ま
し
た
「
関
節
破
壊
機
序

の
解
明
」
の
研
究
に
足
を
踏

み
入
れ
た
の
は
「
関
節
軟
骨

は
血
行
に
乏
し
く
、
一
度
破

壊
さ
れ
る
と
修
復
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
」
と
い
う
１
７
４

３
年
のHunter

ら
の
命
題
に

興
味
を
抱
い
た
か
ら
で
す
。

こ
れ
は
２
７
０
年
た
っ
た
今

も
解
決
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
本
邦
で
は
約
８
万
件
／

年
の
人
工
膝
関
節
置
換
術

（
Ｔ
Ｋ
Ａ
）
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
整
形
外
科
へ
入
局
し

た
当
初
は
関
節
リ
ウ
マ
チ

（
Ｒ
Ａ
）
の
炎
症
性
関
節
破

壊
に
興
味
が
あ
り
、
生
物
学

的
な
視
点
で
関
節
破
壊
機
序

の
解
明
に
着
手
し
ま
し
た
。

私
の
学
位
研
究
と
な
っ
た
イ

ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
―
１
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
マ
ウ
ス
は

Ｒ
Ａ
様
の
多
関
節
破
壊
モ
デ

ル
と
し
て
当
時
は
大
変
注
目

　

こ
の
度
は
名
誉
あ
る
北
里

賞
を
賜
り
、
身
に
余
る
光
栄

に
存
じ
ま
す
。
本
賞
選
考
委

員
の
先
生
方
、
北
里
家
の
皆

様
、
医
学
部
お
よ
び
三
四
会

の
先
生
方
に
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

長
ら
く
慶
應
義
塾
か
ら
離

れ
た
場
で
仕
事
を
し
て
参
り

ま
し
た
私
に
と
っ
て
、
今
回

の
受
賞
は
ひ
と
き
わ
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
、
感
謝
の
思

い
で
筆
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

私
は
１
９
８
９
年
に
本
塾

医
学
部
を
卒
業
後
、
外
科
学

教
室
の
戸
谷
重
雄
教
授
と
河

瀬
斌
教
授
に
脳
神
経
外
科
臨

床
を
ご
指
導
い
た
だ
き
、
当

時
の
吉
田
一
成
専
任
講
師

（
現
教
授
）
の
も
と
で
基
礎

研
究
の
修
練
を
積
み
ま
し

た
。
そ
の
過
程
で
、
脳
機
能

の
基
盤
で
あ
る
神
経
回
路
に

興
味
を
持
ち
、
当
時
の
生
理

学
教
室
の
植
村
慶
一
教
授
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
ケ
ー
ス
ウ

ェ
ス
タ
ン
リ
ザ
ー
ブ
大
学
で

神
経
突
起
の
細
胞
生
物
学
を

修
め
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

３
年
間
の
米
国
生
活
の

後
、
御
子
柴
克
彦
先
生
の
ご

支
援
に
よ
り
、
１
９
９
９
年

か
ら
理
化
学
研
究
所
（
理

研
）
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
に
研
究
室
を
主
宰
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
脳
セ

ン
タ
ー
中
央
棟
の
竣
工
間
際

に
着
任
し
、
実
験
室
の
設
計

か
ら
始
め
て
研
究
活
動
が
軌

道
に
乗
る
ま
で
楽
し
く
も
不

安
な
日
々
を
過
ご
し
、
神
経

突
起
で
の
分
子
の
働
き
を
可

北
里
賞 

上
口 

裕
之

（
理
化
学
研
究
所
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

 

シ
ニ
ア
・
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）

（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学 

専
任
講
師
）

北
島
賞 

二
木 

康
夫

「
神
経
回
路
形
成
に
お
け
る
軸
索
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
構
の
研
究
」

「
膝
関
節
破
壊
機
序
の
解
明
と
人
工
膝
関
節
置
換
術
の
開
発
」

北
里
賞
受
賞

北
島
賞
受
賞 慶

應
医
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

「
株
式
会
社
ケ
イ
フ
ァ
ー
マ
」

岡
野 

栄
之（
62
回
）

　

京
都
大
学
の
山
中
伸
弥
教

授
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
技
術
は
、
初
期
胚

に
由
来
す
る
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
倫

理
的
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
、

①
細
胞
移
植
治
療
（
再
生
医

療
）、
②
病
態
解
明
や
薬
効

評
価
に
大
き
な
可
能
性
を
も

た
ら
し
ま
し
た
（
図
１
）。

慶
應
義
塾
大
学
で
は
、
い
ち

早
く
、
医
学
部
生
理
学
教
室

と
整
形
外
科
学
教
室
の
研
究

グ
ル
ー
プ
で
、
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
か
ら
神
経
前
駆
細
胞
に

分
化
誘
導
す
る
方
法
を
見
出

し
、
亜
急
性
期
脊
髄
損
傷
の

再
生
医
療
研
究
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

マ
ウ
ス
、
ラ
ッ
ト
、
マ
ー

モ
セ
ッ
ト
の
脊
髄
損
傷
モ
デ

ル
に
お
い
て
、
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
由
来
神
経
前
駆
細
胞
の

移
植
に
よ
り
運
動
機
能
の
回

復
を
示
す
有
効
な
結
果
を
見

出
し
て
お
り
ま
す
（
図
２
）。

現
在
、
臨
床
試
験
に
向
け
鋭

意
対
応
を
進
め
て
い
る
状
況

で
す
。

　

ま
た
、
神
経
難
病
患
者
の

血
液
か
ら
樹
立
し
た
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
を
用
い
、
病
態
解
明
を

踏
ま
え
（
図
３
）、
疾
患
特

異
的
なin�vitro

化
合
物
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
系
を
構
築

し
、
既
に
い
く
つ
か
の
疾
患

に
お
い
て
、
既
存
薬
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
か
ら
医
薬
品
の
候
補

化
合
物
を
見
出
し
て
い
ま

す
。
臨
床
試
験
の
準
備
も
進

め
て
い
ま
す
（
疾
患
特
異
的

ｉ
Ｐ
Ｓ
創
薬
）。

　

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
実

用
化
す
る
た
め
に
、
２
０
１

６
年
11
月
１
日
、「
株
式
会

社
ケ
イ
フ
ァ
ー
マ
」
を
設
立

し
ま
し
た
。

　

ケ
イ
フ
ァ
ー
マ
は
、
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
発
ベ
ン
チ

ャ
ー
と
し
て
、
神
経
再
生
技

術
の
実
用
化
、
お
よ
び
神
経

難
病
に
有
効
な
医
薬
品
の
開

発
を
両
軸
と
し
て
真
摯
に
取

り
組
み
、
神
経
再
生
医
療
の

早
期
実
現
と
神
経
難
病
の
医

薬
品
開
発
、
そ
し
て
産
業
化

に
よ
る
医
療
分
野
で
の
社
会

貢
献
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
（
参
照

：http://kpharma.co.jp

）。

【
ケ
イ
フ
ァ
ー
マ
で
具
体
的

に
行
な
う
こ
と
】

①
慶
應
が
有
す
再
生
医
療
関

連
特
許
の
独
占
的
通
常
実
施

権
を
受
諾
し
、
脊
髄
損
傷
、

脳
梗
塞
等
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た
再
生
医
療
等
製
品
を
目
指

し
ま
す
。
有
望
な
臨
床
用
の

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
導
入
を
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
。

②
慶
應
が
有
す
疾
患
特
異
的

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
技
術
を
用
い
た

用
途
特
許
等
の
独
占
的
通
常

実
施
権
を
受
諾
し
、
神
経
難

病
等
難
治
性
疾
患
治
療
薬
の

商
品
化
を
目
指
し
ま
す
。
製

薬
会
社
と
の
共
同
開
発
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

③
慶
應
医
学
部
で
の
研
究
成

果
を
積
極
的
に
活
用
し
、
医

療
分
野
で
の
社
会
貢
献
を
果

た
し
ま
す
。
同
時
に
、
ケ
イ

フ
ァ
ー
マ
の
利
益
の
一
部

は
、
医
学
部
の
研
究
資
金
と

し
て
還
元
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

【
ケ
イ
フ
ァ
ー
マ
設
立
を
促

し
た
教
訓
】

①
「
凡
そ
学
識
は
俗
間
に
普

ね
か
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
功
徳

大
な
ら
ず
」　

研
究
だ
け
を

や
っ
て
い
て
は
駄
目
だ
。
そ

れ
を
ど
う
や
っ
て
世
の
中
に

役
立
て
る
か
を
考
え
よ
。

（
北
里
柴
三
郎
博
士
）　

②
「
未
だ
試
み
ず
し
て
、
先

ず
疑
う
も
の
、
勇
者
に
あ
ら

ず
」　

や
っ
て
も
み
な
い

で
、「
事
の
成
否
」
を
疑
う

な
。（
福
澤
諭
吉
先
生
）

第
２
回

慶
應
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
流
れ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
せ
よ
！

（
図
１
）

（
図
２
）

（
図
３
）

長
谷
山
　 

彰（
は
せ
や
ま 

あ
き
ら
）

52
年
生
ま
れ
。
75
年
法
学
部
卒
業
、

79
年
文
学
部
卒
業
。
文
学
部
教
授

大
石 

　
裕（
お
お
い
し 

ゆ
た
か
）

56
年
生
ま
れ
。
79
年
法
学
部
卒
業
。

法
学
部
教
授

【
担
当
】
総
務
、
広
報
、
危
機
管

理
、
調
達
、
企
画
、
入
試
、
教
育

（
共
管
）、
研
究
（
共
管
）、
三
田
キ

ャ
ン
パ
ス

駒
村 

圭
吾（
こ
ま
む
ら 

け
い
ご
）

60
年
生
ま
れ
。
84
年
法
学
部
卒
業
。

法
学
部
教
授

【
担
当
】
法
務
、
点
検
・
評
価
、
塾

員
（
主
管
）、
個
人
情
報
保
護
、
学

生
（
共
管
）

髙
橋 

郁
夫（
た
か
は
し 
い
く
お
）

57
年
生
ま
れ
。
81
年
商
学
部
卒
業
。

商
学
部
教
授

【
担
当
】
財
務
（
主
管
）、
募
金
、

病
院
経
営
改
革
（
共
管
）

青
山 

藤
詞
郎（
あ
お
や
ま 

と
う
じ
ろ
う
）

51
年
生
ま
れ
。
74
年
工
学
部
卒
業
。

大
学
名
誉
教
授

【
担
当
】
教
育
（
主
管
）、
研
究

（
主
管
）、
国
際
（
共
管
）、
財
務

（
共
管
）、
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
、
芝

共
立
キ
ャ
ン
パ
ス

國
領 

二
郎（
こ
く
り
ょ
う 

じ
ろ
う
）

59
年
生
ま
れ
。
82
年
東
京
大
学
経
済

学
部
卒
業
。
総
合
政
策
学
部
教
授

【
担
当
】
国
際
（
主
管
）、
情
報
基

盤
（
Ｉ
Ｔ
）、
教
育
（
共
管
）、
研
究

（
共
管
）、
一
貫
教
育
校
（
共
管
）、

湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
主
管
）

大
森 

正
仁（
お
お
も
り 

ま
さ
ひ
と
）

55
年
生
ま
れ
。
78
年
法
学
部
卒
業
。

法
学
部
教
授

【
担
当
】
一
貫
教
育
校
（
主
管
）、

国
際
（
共
管
）、
体
育
会

渡
部 

直
樹（
わ
た
な
べ 

な
お
き
）

49
年
生
ま
れ
。
72
年
商
学
部
卒
業
。

大
学
名
誉
教
授

【
担
当
】
施
設
・
管
理
、
塾
員
（
共

管
）、
環
境
、
社
会
・
地
域
連
携

岩
波 

敦
子（
い
わ
な
み 

あ
つ
こ
）

62
年
生
ま
れ
。
85
年
文
学
部
卒
業
。

理
工
学
部
教
授

【
担
当
】
人
事
・
労
務
、
男
女
共
同

参
画

竹
内 

　
勤（
た
け
う
ち 

つ
と
む
）

55
年
生
ま
れ
。
80
年
医
学
部
卒
業
。

医
学
部
教
授

【
担
当
】
病
院
、病
院
経
営
改
革

（
主
管
）、教
育
（
共
管
）、研
究
（
共

管
）、信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
、湘
南
藤

沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
共
管
）

※
２
０
１
７
年
8
月
1
日
就
任
（
就
任

ま
で
は
渡
部
直
樹
常
任
理
事
が
代
行
）

鈴
村 

直
樹（
す
ず
む
ら 

な
お
き
）

63
年
生
ま
れ
。
86
年
東
京
外
国
語
大

学
外
国
語
学
部
卒
業
。
経
済
学
部
教

授【
担
当
】
学
生
（
主
管
）、
教
育

（
共
管
）、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

　

２
０
１
７
年
５
月
28
日
付
け
で
、
長
谷
山
彰
塾
長

が
就
任
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
10
人
の
常
任
理
事
の

就
任
も
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
氏
名
お
よ
び
担
当
業
務

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

な
お
、
今
回
発
表
さ
れ
た
常
任
理
事
に
は
、
三
四

会
員
よ
り
竹
内
勤
病
院
長
も
選
任
さ
れ
て
い
る
。

新
塾
長
お
よ
び
常
任
理
事
が
就
任

塾
長
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常
任
理
事
と
担
当
業
務

第86回 北里記念式挙行
　

第
86
回
北
里
記
念
式
が
６

月
12
日
午
後
１
時
か
ら
北
里

講
堂
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
式

は
初
代
医
学
部
長
・
北
里
柴

三
郎
先
生
の
命
日
に
際
し
て

行
わ
れ
る
。
優
れ
た
研
究
実

績
を
称
え
て
、
基
礎
系
に
北

里
賞
、
臨
床
系
に
北
島
賞
が

そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
る
。

　

昭
和
26
年
に
北
里
先
生
の

偉
業
を
記
念
し
て
北
里
賞
が

始
ま
り
、
昭
和
33
年
に
第
二

代
医
学
部
長
・
北
島
多
一
先

生
を
記
念
し
た
北
島
賞
が
加

わ
っ
た
。
今
年
度
、
北
里
賞

に
は
１
名
が
、
北
島
賞
に
は

１
名
が
選
出
さ
れ
た
。

　

北
里
賞
受
賞
の
上
口
氏

は
、
神
経
回
路
形
成
の
仕
組

み
を
研
究
し
、
脊
髄
後
索
の

グ
リ
ア
細
胞
が
放
出
す
る
脂

質
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー

LysoPtdGlc

が
、
痛
覚
神
経

の
み
に
対
す
る
反
発
因
子
と

し
て
働
く
こ
と
を
発
見
し

た
。
ま
た
、
神
経
疾
患
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
や
、
軸
索
誘

導
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

北
島
賞
の
二
木
氏
は
、

IL-1α

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ

ク
マ
ウ
ス
を
用
い
て
、
関
節

炎
の
機
序
解
明
を
行
っ
た
。

ま
た
、
低
侵
襲
か
つ
患
者
本

来
の
運
動
軸
を
再
現
し
た
人

工
膝
関
節
置
換
術
の
開
発
を

行
っ
て
い
る
。

　

式
典
は
、
北
里
先
生
へ
の

黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
厳
か
な

空
気
に
包
ま
れ
た
。
２
名
の

長
、
北
里
一
郎
氏
が
挨
拶
さ

れ
た
。

　

長
谷
山
塾
長
は
、
北
里
先

生
の
御
命
日
に
こ
の
よ
う
な

式
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
と
述
べ
、「
贈
医
」

に
も
見
ら
れ
る
福
澤
先
生
の

実
学
精
神
が
受
け
継
が
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と

述
べ
た
。

　

岡
野
医
学
部
長
は
、
当
時

人
類
最
大
の
感
染
症
で
あ
っ

た
結
核
に
挑
ん
だ
北
里
先
生

の
精
神
に
思
い
を
馳
せ
、
我

々
も
そ
の
精
神
を
受
け
継
ぎ

苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
と

述
べ
た
。
ま
た
、
今
後
の
指

針
と
し
て
、
１
０
０
年
の
先

人
た
ち
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
気
持
ち
を
新
た
に
医
学

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

語
っ
た
。

　

武
田
三
四
会
長
は
、
北
里

先
生
の
「
基
礎
医
学
と
臨
床

医
学
の
連
繋
を
緊
密
に
し
、

学
力
は
融
合
し
て
一
家
族
の

如
く
」
と
い
う
言
葉
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

ま
た
、
学
内
だ
け
で
な
く
他

大
・
産
業
医
等
と
の
連
携
を

進
め
て
い
き
た
い
と
語
っ

た
。

　

北
里
一
郎
氏
は
、
北
里
先

生
の
「
報
恩
の
精
神
」
に
よ

り
本
塾
医
学
部
が
設
立
さ
れ

た
こ
と
を
語
っ
た
。
ま
た
、

今
回
受
賞
さ
れ
た
二
氏
は
基

礎
・
臨
床
の
両
方
で
成
果
を

上
げ
て
お
り
、
北
里
賞
・
北

島
賞
に
相
応
し
い
と
述
べ

た
。

　

式
に
は
、
長
谷
山
彰
塾

長
、
渡
部
直
樹
常
任
理
事
、

岡
野
栄
之
医
学
部
長
、
河
上

裕
大
学
院
医
学
研
究
科
委
員

長
、
武
田
純
三
三
四
会
長
、

そ
し
て
北
里
一
郎
氏
が
出
席

さ
れ
た
。

　

北
里
研
究
所
か
ら
は
小
林

弘
祐
理
事
長
、
川
瀬
惠
史
常

任
理
事
、
北
里
英
郎
理
事
、

土
本
寛
二
理
事
が
出
席
し
、

受
賞
を
祝
っ
た
。

　

華
々
し
い
授
賞
式
と
記
念

撮
影
の
の
ち
、
受
賞
者
二
氏

の
15
分
間
の
講
演
が
行
わ
れ

た
。
講
堂
に
詰
め
掛
け
た
多

く
の
聴
衆
か
ら
の
祝
福
の
拍

手
に
包
ま
れ
、
無
事
閉
式
と

な
っ
た
。

�

（
４
年　

辻
田
真
秀
）

視
化
し
操
作
で
き
る
装
置
を

開
発
す
る
た
め
、
何
度
も
試

行
錯
誤
を
重
ね
ま
し
た
。
以

来
一
貫
し
て
私
の
研
究
室
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
軸
索
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
で
あ
り
、
軸
索

が
神
経
組
織
内
の
道
標
を
辿

っ
て
シ
ナ
プ
ス
後
細
胞
へ
到

達
す
る
仕
組
み
を
解
明
す
る

と
と
も
に
、
軸
索
を
任
意
の

方
向
へ
誘
導
す
る
技
術
の
開

発
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

最
近
、
よ
り
独
創
的
で
画

期
的
な
分
野
の
開
拓
を
目
指

し
、「
脂
質
は
軸
索
の
道
標

か
？
」
と
い
う
世
界
的
に
も

未
だ
手
付
か
ず
の
難
題
に
挑

み
ま
し
た
。
脂
質
は
神
経
組

織
に
様
々
な
形
で
存
在
し
ま

す
が
、
一
筋
縄
で
は
解
析
で

き
な
い
た
め
敬
遠
さ
れ
て
き

た
分
子
種
で
す
。
私
た
ち

は
、
有
機
化
学
な
ど
異
分
野

の
研
究
室
が
集
ま
る
理
研
の

学
際
性
を
頼
り
に
、
脂
質
の

解
析
ツ
ー
ル
を
一
か
ら
組
み

上
げ
、
軸
索
の
道
標
で
あ
る

新
た
な
脂
質
を
発
見
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
脂
質
は
、
痛

覚
や
固
有
感
覚
と
い
っ
た
異

種
の
体
性
感
覚
を
司
る
軸
索

を
分
別
し
、
脊
髄
の
別
個
の

部
位
へ
投
射
さ
せ
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
私

た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
脂
質
が

複
数
の
慢
性
疾
患
へ
関
与
す

長
谷
山
塾
長
に
よ
る
挨
拶

今
年
度
の
受
賞
者
と
の
集
合
写
真
（
上
段
左
か
ら

武
田
三
四
会
長
、
渡
部
常
任
理
事
、
岡
野
医
学
部

長
、
河
上
大
学
院
医
学
研
究
科
委
員
長
、
下
段
左

か
ら
北
里
氏
、
上
口
氏
、二
木
氏
、長
谷
山
塾
長
）

受
賞
者
を

称
え
て
、

長
谷
山
彰

塾
長
、
岡

野
栄
之
医

学
部
長
、

武
田
純
三

三
四
会

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
つ
つ

あ
り
、AMED

の
助
成
に
よ

り
臨
床
応
用
を
目
指
し
た
脂

質
研
究
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、

よ
り
一
層
の
努
力
を
重
ね
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
０
年

代
に
入
り
、
変
形
性
関
節
症

（
Ｏ
Ａ
）
の
Ｔ
Ｋ
Ａ
は
増
加

の
一
途
を
辿
り
、
大
腿
四
頭

筋
の
切
開
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
低
侵
襲
Ｔ
Ｋ
Ａ
の
導
入

に
着
手
し
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ

リ
期
間
が
短
縮
し
た
半
面
、

Ｔ
Ｋ
Ａ
患
者
の
活
動
性
は
上

昇
し
、金
属
イ
オ
ン
の
発
生
、

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
弛
み
・
摩

耗
な
ど
素
材
関
連
の
合
併
症

を
生
み
ま
し
た
。
基
礎
研
究

で
培
っ
た
手
法
で
こ
れ
ら
の

有
害
事
象
を
明
ら
か
に
し
、

今
日
の
人
工
関
節
素
材
の
進

歩
に
貢
献
で
き
た
こ
と
は
本

当
に
幸
運
だ
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
素
材
の
問
題
が
解

決
し
た
現
在
は
、
Ｔ
Ｋ
Ａ
患

者
の
満
足
度
の
問
題
、
即
ち

〝
違
和
感
〟
の
残
存
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
Ｏ
脚
変
形
を

強
制
的
に
真
っ
直
ぐ
に
矯
正

す
る
従
来
の
Ｔ
Ｋ
Ａ
の
理
論

で
は
、
膝
の
回
転
軸
が
術
前

後
で
変
化
す
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
現
在
、
回
転
軸

を
温
存
し
Ｔ
Ｋ
Ａ
の
〝
違
和

感
〟
を
軽
減
す
る
臨
床
研
究

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｋ
Ａ
は
70
年
の
歴
史
が

あ
り
ま
す
が
、
未
来
は
間
違

い
な
くHunter

の
命
題
を
解

決
す
べ
く
、
軟
骨
再
生
の
方

向
へ
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ

ま
す
。
膝
関
節
治
療
の
歴
史

は
生
物
学
、
材
料
工
学
、
そ

し
て
再
生
医
学
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
道
で
あ
り
、
今
後

も
広
い
視
野
で
膝
関
節
治
療

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
長
き
に
わ

た
り
ご
指
導
賜
り
ま
し
た
戸

山
芳
昭
前
教
授
、
ご
推
薦
を

頂
い
た
松
本
守
雄
・
中
村
雅

也
両
教
授
、
膝
関
節
グ
ル
ー

プ
の
諸
先
輩
・
後
輩
の
皆

様
、
整
形
外
科
学
教
室
の
皆

様
に
対
し
、
こ
こ
に
深
甚
な

る
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。


